
詳説社会情報学部再編案

Horizons and Missions of Social Information as in the Discipline

― Clarification of the Reconstitution Plan Faculty approved―

社会情報学部再編案検討ワーキンググループ

大國 充彦，佐藤 和洋，千葉 正喜，長田 博泰

１ はじめに

本稿は，2006年10月10日社会情報学部教

授会で承認された「社会情報学部再編案報告

書」の拡大補綴版である．承認されたとはい

え，その考え方が大方の理解を得，真実支持

されたか否かはその後の経過が如実に物語っ

ている．

さりながら，今回の事態は，日頃学生諸君

に現実に直面する状況を問題として整理し，

その解を見出してゆくことの大切さを説いて

いる社会情報学部教員の真価が問われたので

ある．報告書原案作成にあたってワーキング

グループが採用した方法は，いかなる構想を

立案するにしろ，与えられた問題・課題に対

する解決方針に至る検討の過程としてきわめ

て適切なものであったと自負している．その

意味で，本稿は社会情報学部が直面した問題

状況の中で解へ向かっていかなる道筋を描い

たかを示す教員自身による一つの答案であ

る．策定の経緯を補足資料５に示す．

本稿の目的は次の３つである．一つは，教

授会等で必ずしも充分説明し得なかった点を

補い，その考え方をできる限り敷衍すること

である．二つには，上で述べたように，現実

に直面している問題に対しいかなる方法で問

題を分析し，解決への方向を見出していった

かを提示することである．言い換えると，単

に，報告書の内容を詳細に説明することでは

なく，いかなる方針，原理・原則，データに

基づき，結論を導いたかを示し，問題解決へ

の範例を示すことである．最後のひとつは，

いうまでもなく，立案に至る道筋および内容

を録し，向後の参考に資することである．

以下，２～６節で社会情報学部再編案を説

明する．とくに2,3節でそれぞれ本再編案策

定のアプローチ，学部構成理念について教授

会提案を敷衍する．４～６節は記録が目的で

あって提案どおりの採録であり，７節は再編

案のまとめである．８節では大学再編のフ

レームワークについて少しく考察し，今後の

議論に資する．

２ 与えられた課題と現状

我々に与えられた課題は社会情報学部の再

編・再創造である．これに対する解を見出す

にはまず直面する現状を認識しなければなら

ない．

2.1 社会情報学部をとりまく現状

社会情報学部再編問題の発端は2005年以

降入学者数が減少したことにある．真の原因

が那辺にあるかは詳細な分析を要するが，外

的要因として巷間耳にするものはつぎのよう

なものである．曰く，少子化に伴う18歳人口

の減少，道内経済回復の相対的な立ち遅れ，
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ITバブル崩壊による IT関連産業の魅力低

下，高校教科「情報」の必修化による大学に

おける情報関連学科への進学意欲の後退など

である．

以上の外的要因のうち，18歳人口の減少は

すべての大学・学部に関わるとともに，日本

が直面している社会的・政治的課題である．

18歳人口の減少は大学間ないし学部間に競

合をもたらす．大学間の競合は今後，大学淘

汰あるいは入学定員縮小の時代が到来するこ

とを予想させる．一方，学部間の競合は果た

して学部淘汰に帰着するのであろうか．仮に

そのような方策を一律にとるなら，社会に

とって必要な学問・技術・技能，要するに文

化の伝承，蓄積が行われず，社会的損失は極

めて大きい．実際，日本社会の一部にそのよ

うな現象が既に発生しており，いわゆる2007

年問題はその典型事例である．本社会情報学

部が直面している状況も同断である．

社会情報学部は日本社会情報学会の設立に

主導的な役割を果たし，現在も，この全国学

会において枢要な地位を占めている．社会情

報学という学問および社会情報学部の教育に

関する先駆性を全国の他大学他学部他学科よ

り現在でも維持している．本学部は日本で最

初に創設された社会情報学部として，社会情

報学の展開（例えば，創設以来開催されてき

た社会と情報に関するシンポジウム），社会調

査データベース（SORD）の構築・維持・展開，

およびその教育に実績を積んできた．その学

部が，名・実ともに解体・消滅してしまうの

では社会的責任を果たしたとはいえない．私

立大学とはいえ公教育の一端を担う存在であ

る．教育・研究組織の責務として新しい学問

の継承・発展を促進することが社会的に期待

されている．

その他，内的要因として「社会情報学部と

いう名称のわかりにくさ（大学院的名称）」（学

園政策検討委員会「札幌学院大学の新たな発

展を目指して（構想案），p.6」）や社会情報学

部の「危機意識」の無さとその無策ぶりを指

摘する向きもある．

社会情報学部という名称のわかりにくさに

は２つの原因がある．１つは，新しい学問の

名称を冠した学部であり，学問についての社

会的認知度が低い点である．日本社会情報学

会が学術登録団体として設立されたのは

1996年であり，ディシプリンとしても10年

程度の歴史を有しているに過ぎない．

もう１つの原因は，本学の社会情報学部の

構成理念に関わる問題である．札幌学院大学

は1991年，全国に先駆けて社会情報学を称す

る学部を発足させた．零位に立つところから

始まった挑戦は，常に新たなアクティビティ

を必要とした．そのため，学部の構成理念の

見直しが遅れ，学部外に対して明確なメッ

セージを発信することに不都合をきたすこと

となった．この点が「わかりにくさ」の原因

の一つを構成している．

2.2 制約条件

学部再編案の解を得るには２つのアプロー

チがある．直前で述べたように大学全体の再

編の中で考える場合とそうではなく，学部単

独で検討する場合である．前者について言え

ば，参考資料から想像されるように，与えら

れた再編論議はあまりに抽象的であって，と

ても具体的解を得る条件を与えているとはい

えない．大学再編の枠組みが明確に示されて

いれば，解を得るアプローチも，また得られ

る解も明らかに異なる可能性があることを８

節で考察する．

したがって，前者を採用することができず，

必然的に学部単独での再編案検討を選択せざ

るを得なかった．さらに，この選択にはつぎ

のような事情も影響している．すなわち，2006

年７月の学部教授会で決定した学部再編案は

学園政策会議の受け入れるところとならず，

その根拠の一つが学部単独での再編案ではな

いということである．
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以上の状況から学部単独再編案には当然つ

ぎの制約が課される．第一の制約は，入学定

員数（150名以上）の確保を見込める案でなけ

ればならないことである．この条件は社会情

報学部単独で解を見つけようとする場合の条

件であって，大学全体として考えるなら必ず

しもこの制約が必要とはかぎらない．第二は，

学部単独再編案であること，および上で述べ

た経緯から他学部との連携ないしは協力を前

提としない案であることである．第三に，第

二の制約から必然的に現有スタッフで構成可

能な案でなければならないことである．

2.3 ガイディング・プリンシプル

我々に課せられたことは，以上の外的条件，

制約条件のもとで解を見出すことである．し

かし，単に解，すなわち原案を策定すること

だけを目的とするのではなく，原案策定に至

る検討過程，論理的筋道をできる限り明確に

示したいと考えた．経験をつめばひとりでに

賢くなるわけではなく，経験から学ぼうとす

る意識的努力があってはじめて賢くなるので

ある．そのために明確な指導原理を掲げ，こ

の原理に沿いながら検討・議論するのが適当

であると判断した．これをガイディング・プ

リンシプルと称し，つぎの４つを採用した．

１)社会情報学部が「学部」として再編可能

な案を構想せよ．

これは第一の制約条件を満たすための当然

の帰結である．

２)現社会情報学部理念の継承・発展を考慮

しつつ，新たな学部構成理念を見出せ．

社会情報学部が困難な状況に直面している

とはいえ，これまで取り組んできた教育研

究を無に帰することはできない．これらの

成果・実績を踏まえつつ，現有スタッフで

構成可能であることという制約を守りなが

ら新たな構成理念を立て，新生社会情報学

部を目指さなければならない．

３)画餅に帰さぬよう理念だけでなく，卒業

生が有すべき特徴・技術・スキル等を明確

にし，現実的な案を作成せよ．

入学定員の確保が至上命題であるとするな

ら，志願者にアピールするようなできるだ

け具体的，実際的な特徴等を示さなければ

ならない．

４)他学部との連携可能性を視野に入れ，本

学における大学再編，すなわち学部統合案

への踏み台とせよ．

原案が基本的に社会情報学部単独の再編案

だとしても，他学部との連携可能性をその

構成理念の中に含んでいる必要があること

を意味する．これによって，大学再編議論

に柔軟に対処できる．

上に述べた現状，制約のもとでガイディン

グ・プリンシプルにしたがって，案を策定す

るプロセスを述べる．

３ 社会情報学部再編の構成理念

ここでは，現行学部構成理念をふりかえり

つつ，新生「社会情報学部」の理念を考察す

る．

社会情報学あるいは社会情報学部が「IT」

すなわち情報技術という点で捉えられた時代

状況は過ぎ去った．けれども，21世紀の現在，

社会情報学／社会情報学部はアプリケーショ

ンの領域でも再び必要とされてきている（補

足資料１，補図１および補図２参照）．ネット

ゲームの世界・ブログ ・CMS（contents
 

management system)・SNS（social networ-

king service) 等は，単に技術領域だけの問

題ではなく「サイバー社会」と「情報」と「社

会」（この３つについては後述）に横断する対

象領域の問題となる．これらの領域に生じる

社会情報現象をいかにして捉えるのか，これ

らの横断的・縦断的な領域を捉える枠組みを

通してどのような学生を育てることができる

のか，社会情報学の最先端を行く本社会情報補足資料４参照
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学部の課題である．

3.1 現「社会情報学部」の構成理念

現「社会情報学部」の理念は次のように描

くことができる（図１）．図１は「情報」と「社

会」との重なり合いの部分が「社会情報学部」

であることを示している．

この図では，教員組織・教育内容・学生・

研究活動までが社会系と情報系に二分されて

いるかのように見える．また，学生の就職状

況をみると，情報系の学生の多くは IT産業

分野へ，社会系の学生は小売・流通サービス

等を中心とした産業分野へ，と二分されてい

ると捉えられがちになる（補足資料２，補表

１参照）．

図１は，学部創設時期に構想された構成理

念である．そのため，1990年代半ばから爆発

的に規模を拡大したネットワーク社会を適切

に捉える枠組みを有していない．学部教育・

研究においては，電子ネットワーク社会（サ

イバー社会）を無視してきた訳ではない．2001

年度の新カリキュラムおよび2005年度の小

幅な改定によってネットワーク，インター

ネット関連科目を充実してきた．しかし，電

子ネットワーク社会を学部構成理念として明

確に位置づける作業がなおざりになってい

た．そのため，21世紀の今日，社会情報学部

の「わかりにくさ」が一層目立っている．

3.2 新「社会情報学部」の構成理念

以上の状況を打開し，学部再編の新機軸を

打ち出すには新たな構成理念が必要である．

それには２つの条件が要る．１つは，現「社

会情報学部」の発展・継承を促すものである

こと，２つには，多元化する社会に対応する

理念であることである．

情報通信技術は日常生活の隅々にまで及

び，その影響はただに生活を便利にするのみ

ならず，人々のネットワークを広げ，そのつ

ながりの中で一つの社会が成立する域に達し

ようとしている．これは，カール・ポパーが

1972年に構想した３つの世界からなる枠組

みの＜世界３＞と考えることができる（ポ

パー，1972＝1974）．全体の世界は相互に接続

しあう３つの世界から成り立つとポパーはい

う． 世界１>は物質，自然の世界，およびそ

れらの特性からなる客観的世界である．世界

２>は意識および個人の精神内の意志，計算，

感情，思考，夢，記憶，その他からなる主観

的世界である． 世界３>は，客観的かつ公的

図１．現「社会情報学部」の構成理念
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な諸構造からなる世界である． 世界３>的構

造は抽象的である．つまり，純粋に情報的で

ある．その中には，言語，数学，法律，宗教，

哲学，芸術，諸科学，そしてあらゆる種類の

制度というものはすべて同種の構造物であ

る．

マイケル・ベネディクトは 世界３>に依

拠しながら，「サイバースペース」を「世界中

のコンピュータと通信回線を使って生み出さ

れ維持されるパラレルユニバースだ．知識，

秘密，度量法，度量指示手段，娯楽，そして

人間の分身としてのエージェントの全世界的

な交通が具体的な形象となって現れる世界．

これまで地球上に決して出現したことのない

光景，音，存在の現前が今や広大な電子の夜

の中で花開きつつある」世界と定義し，「 世

界３>の進化の最後の段階以外の何ものでも

ない」という（ベネディクト，1991＝1994）．

確かに，ベネディクトの描いたような世界

が現前しつつある．そして，好むと好まざる

にかかわらず，21世紀にそのような世界が一

層進展するのは間違いない．だとするなら，

サイバースペースにおいて人間の社会的諸活

動が多様に展開され，そこにさまざまな現象

が見出されることであろう．仮にこのような

「社会」を「サイバー社会」と名づけるなら，

サイバー社会は社会情報学の格好の教育研究

対象である．

旧郵政省の「通信・放送の融合と展開を考

える懇談会報告書」（1998年５月）ではサイ

バー社会を「情報通信の高度な利用により，

距離・時間の制約を取り払い，現実社会の活

動を補完，さらには代替し，全体として新し

い社会経済活動が実現している社会」と定義

しているが，ここでは「サイバー社会」をサ

イバースペースにおける人間の社会的諸活動

によって構成される社会とやや広く捉えてお

く．

図１に示した「社会」も，人間が創造した

構造物であり，その意味で 世界３>に属す

る．この「社会」は20世紀後半の情報通信技

術がもたらした新たな構造物としての世界か

ら影響を受けている．しかし，その影響を一

方的なものとみるよりは，むしろ「社会」と

新しい構造物が相互に連関しあいながら，新

たな「社会」を模索しているとみるべきであ

ろう．つまり，２つの構築物が並存し，いま

だどちらかに吸収されたと判断できない状態

である．そこで，図１の「社会」を「社会」

と「サイバー社会」の合併集合で置き換えよ

う．さらに，この合併集合（世界）を捉える

視点あるいは方法としての「情報」を描いて

みる．それが図２である．

図１に１つ円を描き，３つ巴にしただけで

はないかと思う勿れ．図２の含意するところ

は大きく，つぎのように諸概念の整理を容易

にするとともに，社会情報学部再編の構成理

念を提供するのである．

いわゆる「情報社会論」と社会情報学の相

違は図２から明らかである．すなわち図２に

は「情報社会論」を「社会」と「サイバー社

会」の共通部分に描いてあり，「情報（学）」

的視点を含んでいないことに留意してほし

い．言い換えれば，「情報社会論」は社会学の

立場から社会を研究，俯瞰するものといえる．

この点は田中（1999：78），正村（2000：iii）

が夙に指摘している．

同様の観点からつぎの疑問にも答えること

ができる．「情報社会論」という学問があるの

に，なぜ改めて「社会情報学」を説く必要が

あるのかという疑問である．情報社会論が「情

報（化する）社会」を対象に「社会学」的方

法に依拠して研究するのに対し，狭義の社会

情報学は，図２に描くとすれば「社会」，「サ

イバー社会」および「情報」の共通部分にあ

る．したがって，社会情報学は仮に「情報化

（する）社会」を研究するにしても，「社会学」

的かつ「情報学」的方法を用いるのである．

また，いわゆる未来学者や情報科学者が語る

技術論的社会情報論は「サイバー的社会」を
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「情報（科）学」的視点から考察されたものと

みなすことができる．このように図２が概念

の整理にとっていかに有効であるかわかるで

あろう．

さて，再編案構成理念の検討に戻ろう．新

たな第３の柱として「サイバー社会」を立て

た図２は，新生「社会情報学部」構成理念の

図式化である．柱が三つ巴になったこの図は，

新生「社会情報学部」の構成理念につぎの捉

え方を可能にするのである．まず第１に，「サ

イバー社会」を組み入れることによって，こ

れを社会と捉えるとともに，現実の社会との

関係をも含んだ展開が可能になると同時に，

既に取り組まれてきた教育・研究の継承・発

展として捉える視点を与えるものである．第

２に，「サイバー社会」に固有の「社会情報現

象」を改めて社会情報学の対象とすることが

できる．そして，第３に，「サイバー社会」現

象には「新しい社会経済活動」等が研究対象

として含まれるので，経済学部，商学部，法

学部，人文学部等の他学部との相互連関を含

み，学部を越えた連携の可能性をはらんでい

る．

現「社会情報学部」がサイバー社会を意識

しなかったわけではない．しかし，図１の現

構成理念に導かれたため，それはインター

ネット／Web等における情報技術として捉

える傾向が強かった．あるいはまたインター

ネット／ネットワーク社会をいわゆる「情報

社会論」的視点，すなわち社会学の立場から

社会を研究，俯瞰するものであったと思われ

る．

3.3 新生「社会情報学部」の３つの領域

本学社会情報学部の対象領域は次の３つの

領域から構成される．

・「サイバー情報デザイン」領域

構成理念の中核となる（「サイバー社

会」 「情報」 「社会」）

・「サイバー社会情報リサーチ」領域

図２．新生「社会情報学部」の構成理念
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「サイバー情報デザイン」領域 (「情

報」 「社会」）

・「サイバー情報システム」領域

「サイバー情報デザイン」領域 (「サ

イバー社会」 「情報」）

３つの領域はアプリケーション（応用）と

いう観点から整序すると次の順番となる（最

も応用的なものを上に置く順番）．

ａ）「サイバー社会情報リサーチ」領域

ｂ）「サイバー情報デザイン」領域

ｃ）「サイバー情報システム」領域

「サイバー社会」以外の柱に関しても，従来

の柱を無反省に援用した訳ではない．「情報」

についていえば，現在，情報技術以外にも，

データマイニング，エディティング，インテ

リジェンスなどの広い意味での「情報デザイ

ン」がクリティカルな問題として取り上げら

れている．

「社会」に関しても同様に，社会秩序は「サ

イバー社会」と「情報」の要因に依存する割

合を相対的に増して来ている．「ユニバーサ

ル・デザイン」は万人向けのバラ色のデザイ

ンではない．そこには「誰のためのデザイン

なのか？」という切実な問いかけが存在して

いる．地域社会のガバナンスに関しても，「情

報デザイン」を無視した政策立案や政策批判

は成り立たなくなっている．この意味で，旧

来の２つの柱に新しい柱を１つ継ぎ足しただ

けのものではないことは十分主張しうる．

４ 新生「社会情報学部」の学生定員と

構成

入学定員は150名（学部定員600名）とし，

下記の３つのコース（或いは専攻）をおき，

２年次からコースに沿った専門教育を実施す

る．

１ サイバー社会情報リサーチ・コース

２ サイバー情報デザイン・コース

３ サイバー情報システム・コース

これらのコース設定の背景には，現構成理

念のもとで遂行されてきた学部教育の数多く

の実践がある．「ノッポロを聴く月曜の宵」，

「ミニ FM ペポワ」，「学会における情報機器

支援活動」，「障害者のための学習支援ツール

の開発と実用化」など（補足資料３）．これら

の教育アクティビティは従来の構成理念では

的確に学部教育の中に位置づけることができ

なかった．これらの教育実践の再検討を通し

て３つの新生コースを設定した．したがって，

これらのコース設定は既存の学部教育実績の

中から生み出されたものであり，有意味な

コース設定である．

５ 新生「社会情報学部」の教育の特徴

上記３コース（専攻）の基本的な教育的特

徴を示し，具体的な出口（就職）について示

す．

⑴ サイバー社会情報リサーチ・コース

フィールド（現場）に出て自らデータを

収集し，あるいはフィールドに有用なデザ

インをもたらすことを特徴とする．「まちづ

くりコース」と呼ぶ場合もある．

①目的：

地域情報化，まちづくり等の地域社会の

あり方や個別の現場に対して積極的に関わ

る人材，また，パブリック・アクセスに基

づく情報発信のスキルを身につけた人材を

育成する．

②取得資格：

各種公務員，プロジェクトマネジメント

資格（プロジェクトマネージャ他），社会調

査士，教員免許高校「情報」，高校「公民」，

中学「社会」，他．

③出口：

地方公務員，都市再開発事業，NPO法

人，コンサルタント，シンクタンク，映像
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制作会社・コミュニティFM 局などの情

報・通信関連，営業職，他．

⑵ サイバー情報デザイン・コース

サイバー社会情報に関するデザインを手が

ける．プロジェクトの企画・設計・資源動員・

遂行・評価などに関する知識とスキル，さら

には，プロジェクト全体が効率よくかつ正当

に機能するようなマネージメント能力すら持

つような人材を育成することを特徴とする．

「Webコース」と呼ぶ場合もある．

①目的：

インターネットおよびWebベース資源

（システムおよびコンテンツ）のデザイン，

作成，構成および管理に関する領域を深く，

広く学び，Web環境資源の開発および利活

用に携わる人材を育成する．

②取得資格：

ソフト開発・プログラミング関係資格（初

級シスアド，基本情報技術者，他），コンテ

ンツクリエータ関係資格（Webコンテン

ツ，Webデザイン，CG検定，他），インター

ネット関係資格，教員免許高校「情報」，高

校「公民」，中学「社会」，他．

③出口：

Webマネージャ，Webサイト開発者，

Webページデザイナ，Webコンテンツク

リエータ，インターネットサポートスペ

シャリスト，ネットワークセキュリティ関

係資格，映像制作会社・メディア等の情報・

通信関連，他．

⑶ サイバー情報システム・コース

一般の人間がブラックボックスとしてしま

いがちな「サイバー情報システム」に関して

適切な知識と技術を有し，社会的に有用な支

援を与えることができる人材を育成すること

を特徴とする．「ICT コース」と呼ぶ場合も

ある．

①目的：

コンピュータ技術およびソフトウェアシ

ステム開発技法，およびコンピュータネッ

トワークの技術を学び，情報システムの開

発，保守，運用管理に携わる人材を育成す

る．

②取得資格

ソフト開発・プログラミング関係資格（初

級シスアド，基本情報技術者，他），コンテ

ンツクリエータ関係資格（Webコンテン

ツ，Webデザイン，CG検定，他），インター

ネット関係資格，テクニカルエンジニア

（データベース，ネットワーク，各種商用シ

ステム資格），教員免許高校「情報」，高校

「公民」，中学「社会」，他．

③出口：

システムエンジニア，プログラマなど

種々の情報システム開発・保守・運用管理

に関わる技術者．

⑷ 資格取得サポートの推進

⑸ 高大連携の検討

６ 新生「社会情報学部」の教育方法・

カリキュラム編成方針

6.1 教育カリキュラム編成方針

本学の掲げる教育目標，自律した人間，豊

かな人間性，社会を担いうる人間，専門職業

人，の育成を実践するために，次の教育カリ

キュラム編成方針を採用する：

⑴ 社会人としての自覚，歴史的・社会的見

方を涵養する科目の設定（専門基礎科目）．

⑵ 専門科目は考え方の理解と共に実践的修

得を可能にする（講義と演習連携学習指

導）．

⑶ 職業人としての自覚を促進する科目の設

定（民間人による講義科目）．

⑷ 自主的判断のトレーニングとともにグ

ループ・組織内で取り組むプロジェクト実

践型科目の設定．補足資料４参照
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⑸ １年次～４年次を通したゼミ／演習の配

置．２年次から各コースの専門ゼミとする．

⑹ ４年次に，卒業論文／インターンシッ

プ／長期アルバイトの単位認定／協同型調

査等を配置する．

6.2 カリキュラムの概要

３つのコースは相互に関連したものであ

る．各コースに主系列と副系列の科目を設定

し，隣接するコース内容に触れられるように

して，興味および問題意識を広げられるよう

にする．図３にカリキュラム体系（履修科目

構成図）を示す．

なお，科目群の具体的なイメージがわくよ

うに科目を列挙しているため，ここでは資格

取得等に必須の科目を網羅している訳ではな

い．

⑴ 学部共通主要科目群（教養および主系列

の専門共通基礎科目群）

ゼミ（１年から４年まで），論述作文，外国

語（英語），基礎数学，基礎統計学，情報数学，

情報処理基礎＆演習，データ解析基礎＆演習，

社会情報学基礎，情報システム基礎論，コミュ

ニケーション論基礎，データベース基礎＆演

習，インタフェース基礎論，情報倫理，情報

ネットワーク基礎論，Webシステム基礎論，

インターンシップ，他

⑵ 専門コース主要科目群

①サイバー社会情報リサーチ・コースの科目

群

主系列主要科目群>地域社会論，情報メ

ディア論，社会調査論，質＆量的調査設

計論＆演習，メディアコミュニケーショ

ン論，情報社会論，地域メディア論，デー

タ解析応用＆演習，フィールドワーク

論＆演習，データマイニング他

図３．カリキュラム体系（履修科目関連図)
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副系列主要科目群>サイバー情報デザイ

ン・コース主要基礎科目群

②サイバー情報デザイン・コースの科目群

主系列主要科目群>ユーザインタフェース

論＆演習，デザイン論＆演習，情報メディ

アデザイン論＆演習，Webコンテンツデ

ザイン論＆演習，CG論＆演習，Webア

プリケーションシステム設計論＆演習，

他

副系列主要科目群>サイバー社会情報リ

サーチ・コース主要基礎科目群およびサ

イバー情報システム・コース主要基礎科

目群

③サイバー情報システム・コースの科目群

主系列主要科目群>プログラム言語論＆演

習，ソフトウェア設計論＆演習，データ

ベース設計論＆演習，ネットワークシス

テム論＆演習，Webアプリケーションシ

ステム設計論＆演習，Webサービスイン

テグレーションシステム論＆演習，情報

システム運用管理論，知能情報システム

論，他

副系列主要科目群>サイバー情報デザイ

ン・コース主要基礎科目群

７ 再編案まとめ

本再編案の特徴は，第１に，明確なガイディ

ング・プリンシプル（Guiding Principle）の

もとに構想されている点である．第２に，社

会情報学部の構成理念を明確に提示している

点である．学部創設以来現在に至る構成理念

を反省的に捉え返し，21世紀の社会に即応し

得る新しい構成理念を策定した．第３に，新

たな学部構成理念は新奇なアイディアで形作

られたものではなく，学部16年間の教育・研

究の実践とその積み重ねの中から生み出され

た点である．第４に，新生社会情報学部の構

成理念には，21世紀になって顕著となりつつ

ある「新しい社会経済活動」等が研究対象に

含まれている．この点で，本学の商学部・人

文学部・法学部・経済学部等の他学部他学科

が直面している現在の社会状況を整理する視

点を提供することができる．この観点のもと

で，社会情報学部は，他学部他学科との相互

連関・連携の可能性を積極的に担保している．

第５に，社会情報学部の現行スタッフで実現

可能だという点である．

８ 考 察

本再編案の検討アプローチ，考え方および

内容について縷々述べてきた．2.2で指摘し

たように，本案は基本的に学部単独の再編を

検討するものであった．大学再編のフレーム

ワークが示されていないため，やむを得ず選

択したアプローチである．しかし，ここで大

学全体のフレームワークがあったとしたら，

それはどのようなものであろうか．このよう

なことを考察しておくことは，社会情報学部

再編案の性格を理解するうえからも重要なよ

うに思われる．

私学の経営にとって，入学する学生数と在

籍する学生数が定員を満たしてくれることが

必須の条件である．ところが，本学の現状を，

ほぼユニバーサル・アクセスの大学として位

置づいて」おり，「オープンドアー」の学部を

抱えていると分析している（2006年度大学事

業計画の基本視点，2006年６月学長）．このこ

とを前提とすると，フレームワークは二つの

側面から考察されなければならないだろう．

一つは経営資源の配分方程式とでも云うべき

もの，他の一つは本学の社会的位置づけおよ

び人文社会系総合大学として，カバーすべき

学問体系をどのように捉え，それを学部学科

がどのように分担するかの考え方，すなわち

本学のアイデンティティとでも云うべきもの

であろう．

経営資源の配分方程式の条件について述べ

る．「オープンドアー」ということは，いまや，
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入学する学生数を定数として資源配分ができ

ないということである．入学者数または在籍

者数をパラメータとした資源配分を行える制

御の仕組みが必要になったのである．獲得で

きた入学者数をパラメータとして，この変化

があっても安定的に教育事業が継続できる資

源配分が可能な学部学科の構造の定義が課題

となる．具体的には，格差学費は管理可能か？

学部・学科の規模の差が管理可能か？ 学部

の数をいくつにするのが適当か：５学部を増

やせば安定するのか，減らせば安定させられ

るのか？ １学部あたりの学科の数は，いく

らが適当か：１学科か２学科か，３学科以上

か？ 構造の各レベルで収支バランスにどの

ような基準を適用すればよいか？などが検討

されなければならないだろう．そして，入学

者数に応じてリソース配分を可能とする学部

学科数のモデルを立てることであろう．例え

ば，５学部を３学部程度に統合する，１学部

を３学科で構成し，理事，学長，学部長など

のレベルでリソース配分を制御する責任権限

を適当に分担するモデルが挙げられる．

次に，人文社会系総合大学としての本学の

アイデンティティの問題である．その教育目

標として，例えば「主権者としての権利が行

使できる判断力と勇気を培い，社会の一員と

して働ける知識と技術を体系的に学ぶ」こと

を掲げるのはどうであろうか．ユニバーサ

ル・アクセスの大学としての位置付けにふさ

わしいのではないか．学問領域を「人間をミ

クロに捉える」，「社会としてマクロに捉え

る」，「社会を支える情報と物の流通」のフレー

ムワークでカバーし，これを３学部９学科程

度で分担するのも一案ではないであろうか．

いずれにせよ，学部学科の再編再創造の課

題は研究的創造的でありかつ挑戦的な仕事で

ある．そして経営的な課題と学問内容を評

価・継承し社会の変化に柔軟に対応できる多

様性を保つ課題があることを軽視してはなら

ないだろう．
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補図１．ウエブサイトの月間利用者数推移（2000年４年～2006年月，家庭）（第14回WABフォーラムより)

補図２．ウェブビジネス市場の変化（第14回WABフォーラムより)

補足資料１

Webを中心とした ICTの急速な展開．
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補足資料３

既存の学部教育実績と新生コースの関係

既存の教育実績を事例として，新生３コー

スの理解の一助とする．

ｄ）サイバー社会情報リサーチ・コース

「ノッポロを聴く月曜の宵」プロジェクト

（2002年度～現在）

参加教員：大國，新國，中澤（2002－03年

度のみ）

参加学生の所属ゼミ：大國ゼミ，佐藤ゼミ，

新國ゼミ

概要

・2002年度「社会情報調査実習」（大國・中澤

担当）では「野幌とはいかなる場所か？」

をメインテーマとして，履修学生約100名

がグループごとに約40名の野幌在住の

方々にヒアリング調査を行った．

・2003年１月には，いくつかの調査研究を選

抜して，野幌公民館において地域の方々に

来ていただき報告会を行った．地域住民か

らの好意的な反響が思ったよりも多く寄せ

られた．

・2003年度には，お話をうかがった方のう

ち，地元の知恵袋・土地の古老と思われる

方をあらためてお呼びし，インタビューを

行い，その模様を撮影・編集した上で，イ

ンターネット上でストリーミング配信する

補表1．社会情報学部内定者実績履歴表

業種 内定者

１期生 ２期生 ３期生 ４期生 ５期生 ６期生 ７期生 ８期生 ９期生 10期生11期生12期生 合計

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

農漁業 0 0 0 1 0 1 1 0 1 2 1 1 8

建設・不

動産 18 6 16 3 1 3 10 7 3 2 8 7 84

製造業 14 9 11 11 6 7 3 8 6 5 13 7 100

情報・通

信 8 12 27 38 35 38 37 43 21 29 28 37 353

マス

コミ 3 0 3 1 1 6 0 2 2 0 1 0 19

運輸業 1 2 3 1 1 3 3 0 2 3 2 2 23

卸売業 35 26 24 22 10 7 22 16 10 10 12 6 200

小売業 35 53 47 27 26 22 34 39 29 19 34 30 395

金融・保

険 16 13 7 10 6 11 7 9 7 3 7 11 107

飲食店･

ホテル 2 2 1 6 3 5 4 6 5 6 6 5 51

医療・福

祉 2 2 3 0 0 1 2 1 2 0 1 0 14

教育 1 2 0 1 0 2 4 4 3 4 7 1 29

サービ

ス業 10 8 14 12 7 12 15 22 13 9 18 20 160

公務 10 11 8 6 4 2 10 6 7 9 2 8 83

合計 155 146 164 139 100 120 152 163 111 101 140 135 1626

補足資料２

就職関連資料
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こととした．

・インタビューの会場は，大國・中澤がまち

づくり活動で使用している「ほっとワール

ドのっぽ」をお借りした．

・ヒアリングは大國・中澤，TAの北大院生が

行い，撮影を大國ゼミの学生が担当した．

・編集はマルチメディアを専攻している新國

ゼミの学生が行った．

・ストリーミング配信の実験サーバの組立と

ソフトウエアの選択・設定は，Webアプリ

ケーション開発を専攻している佐藤ゼミの

学生が行った．

・実験サーバの購入経費は，平成15年度江別

市の市民協働モデル事業の補助金を充て

た．

・現在，ストリーミング配信は大学のWeb

からリンクでたどることができる．

意味づけ

このプロジェクトは，新生学部構成理念の

いう「サイバー社会情報リサーチ」に当たる．

当時の枠組みでは十分その意義を捉えること

はできなかった．例えば，スタートが社会調

査実習であることから，社会学教育として前

半部分が理解されてしまう．

さらに，大國・中澤は当時すでに野幌のま

ちづくり活動にも参画しており，各ゼミ生は

野幌のまちを現場として活動していた．調査

者としての立場と当事者としての立場に同時

に立っていた訳である．しかし，だからこそ，

実習の成果とまちづくり活動とを合わせて考

えたとき，地域住民の多くが地元の歴史（地

区形成史）を等身大の形では見聞きしたこと

がなく，語りの伝承（ナラティブ・コミュニ

ケーション）として地域が語られていないこ

とに気が付くことができた．

そこで「地域の記憶の再構築」を果たすべ

く，土地の知恵袋の方に登場願って，語りの

みならず表情や間の取り方までも映像として

記録することによって，記憶を再生するプロ

ジェクトへと展開させた．そのためには「サ

イバー情報デザイン」領域での検討が必要と

なり，コンテンツをデジタル・データとして

保存・共有し，パソコン上で編集作業を行い，

インターネット上で映像作品を配信すること

とした．その結果，社会情報学部が有する知

的・人的・物質的資源を用いて，意味のある

地域貢献をなすことができたと考えることが

できる．

この規模のプロジェクトになると，教員も

単独では対応しきれず，複数の専門領域の知

見が必要になる．学生も自らの所属ゼミの専

門知識と技能を持ってプロジェクトに貢献す

ることになる．その限りでは，複雑化する社

会の中で仕事を遂行する際の，実質的な意味

での協力・協働の概念と態度とが学生の身に

ついたということができる．

さらに，サーバ購入経費は行政の補助金に

よって賄っている．社会情報学部が大学から

地域社会の中に出て活動していることの証左

である．

このようなプロジェクト自体，現行の学部

カリキュラムでは，各ゼミの単位となるかボ

ランティアとなるかいずれかでしかない．新

生社会情報学部ではゼミや学年縦横断型のプ

ロジェクトを協同型調査科目等として単位化

する．

なお，本プロジェクトは「サイバー情報デ

ザイン・コース」として捉えることもできる．

ｅ）サイバー情報デザイン・コース

ミニ FM「ペポワ」プロジェクト（2002年度

～現在）

参加教員：小内，高橋，祐成，大國，中澤

（2002－03年度のみ）

参加学生所属ゼミ：小内ゼミ，皆川ゼミ，

高橋ゼミ，祐成ゼミ，大國ゼミ，井上ゼ

ミ，法学部，人文学部，経済学部

概要

・コミュニティFM 局の指導を得て，学内で
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学生によるラジオ放送を行なう．

・ミニ FM 用の機材は実験的教育研究の試

みとして学内研究促進奨励金で購入した．

・まちづくりや学内イベントの際には，出張

先で放送を行なう．

・パブリック・アクセスに関する知識や方向

聞きの技術習得のために「情報メディア演

習」という授業が組まれている．

ｆ）サイバー情報システム・コース

2005年度子ども虐待防止学会大会の技術サ

ポート（2005年９月）

参加教員：大國，新國，小池

参加学生所属ゼミ：佐藤ゼミ，新國ゼミ，

大國ゼミ

概要

・ 標記大会では2000人規模の参加者と40

近くの会場があった．

・ 各会場でのパソコントラブル，会場の情

報機器の操作・運営支援のために，標記大

会の副実行委員長の松本伊智朗先生より依

頼があり，「チーム社情」として全２日間フ

ルに各会場の機材管理・操作の支援を行っ

た．

本学部学生は，パソコンのスキルが高くま

た本学各教室の情報機器にも精通しているた

め，来場者から非常に感謝された，と松本先

生も指摘して下さっている．

既存の学部教育実績と新生コース設立の関係

以上，既存の教育実績をもとに新生社会情

報学部の教育の特徴を補足した．ここに挙げ

たもの以外にも新國先生の障害者教育支援の

プロジェクトなども紹介することができる．

ここで強調したいのは次の２点である．第

１に，地域などの現場に出て活動することを

社会情報学部では数年前から教育プログラム

の一環として積極的に行っていること．すな

わち，これからやるという計画段階の話では

なく，すでにやっているという実績・経験・

ノウハウがスタッフにも学生にもあることで

ある．第２に，これらの実績は，本再編案で

提案している学部構成理念（図２）として明

確に学部の理念の中に組み込まれ，３つの新

生コースとして新生社会情報学部教育の重要

な柱となっていることである．

これらプロジェクト型の教育実践は単なる

「体験型学習」や一般的な「地域貢献活動」で

はなく，「相手」や「地域」に対して真摯な姿

勢で向き合うという積極的な意味を持ってい

る．「誰のための教育か？」という課題には正

面から応える必要がある．学部においては，

これらの教育実践を通して課題に向き合う態

度形成を行ないつつある．この点で，社会情

報学部は「地域連携」「現場支援」に関する教

育実践に十分な経験を持っていると言える．

補足資料４

用語について

＊ ブログ（Blog）

個人や数人のグループで運営され，日々更

新される日記的なWebサイトの総称．内容

としては時事ニュースや専門的トピックスに

関して自らの専門や立場に根ざした分析や意

見を表明したり，他のサイトの著者と議論し

たりする形式が多く，従来からある単なる日

記サイト（著者の行動記録や身辺雑記）とは

区別されることが多い．

また，CMS（コンテンツマネジメントシス

テム）としての側面を重視し，時系列にペー

ジの自動生成する機能や他のサイトの記事と

の連携機能（トラックバック），コメント機能

などを備えたブログシステムで運営されてい

るものはすべてブログだとする立場もある．

インターネットの普及につれて，多くの人

が個人のWebサイトで日記をつけ始めた

が，Web日記は紙の日記と異なり，その内容

が広く一般に公開されており，ほかのサイト
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からリンクされたり論評されたりする．また，

電子メールなどを通じて著者と読者がコミュ

ニケーションをはかったり，特定のトピック

スについて電子掲示板で多人数で論議するこ

とも容易である．

そうした環境の中で，Web日記は独自の進

化を遂げ，それまでの個人サイトでもない，

紙の日記でもない新しいメディアとして台頭

した．そうした新しい形式の日記風サイトを

指す言葉として「Web」と「Log」（日誌）を

一語に綴った「weblog」（ウェブログ）という

言葉が誕生した．現在では略して「blog」（ブ

ログ）と呼ばれることが多い．

ブログでは個人の行動の記録は重視されず

（一切載せないわけではない），世相や時事問

題，専門的話題に関しての独自の情報や見解

を掲載するという形式が主流となっている．

また，ネット上で独自に見つけた面白いもの，

変なもの，スクープなどを紹介し，そこにリ

ンクを張って論評したり，街で見つけた話題

（ネタ）を紹介するという記事も多い．大きな

事件や事故が起こった際に，地元の人や関係

者，目撃者などが自分のブログに知っている

情報を掲載することで，メディアを介さずに

「生の」情報が流通するという事例（イラク戦

争時にイラク人の男性が公開していた「バグ

ダッド日記」など）も見られる．

多くのブログには読者が記事にコメントを

投稿して掲載できる掲示板的な機能が用意さ

れている．また，別のブログの関連記事へリ

ンクして相手の記事に自分の記事への逆リン

クを掲載する「トラックバック」という機能

もあり，興味や話題ごとに著者同士や著者と

読者によるコミュニティが形成されている．

最近では，ブログによる「口コミ」で情報が

広がり，マスメディアが後追いでそのトピッ

クを取り上げるという現象も起こっており，

そういった面からもブログは新しいメディア

として注目されている．

（e-Wordsより)

＊ CMS（Contents Management System）

Webコンテンツを構成するテキストや画

像，レイアウト情報などを一元的に保存・管

理し，サイトを構築したり編集したりするソ

フトウェアのこと．広義には，デジタルコン

テンツの管理を行なうシステムの総称．

Webサイトを構築するには，テキストや画

像を作成するだけでなく，HTMLや CSSな

どの言語でレイアウトや装飾を行ない，ペー

ジ間にハイパーリンクを設定するなどの作業

も行なう必要がある．これらの要素を分離し

てデータベースに保存し，サイト構築をソフ

トウェアで自動的に行なうようにしたものが

CMSである．

CMSを導入すれば，テキスト制作者は

HTMLなどの知識を習得する必要はなく，

デザイナーはテキストが更新されるたびに作

業を行なう必要はなくなり，それぞれ自らの

作業に集中することができる．また，サイト

内のナビゲーション要素なども自動生成する

ため，ページが追加されるたびに関連する

ページにリンクを追加するといった煩わしい

作業からも解放される．CMSの中には，サイ

トのデザインを「テンプレート」（ひな型）と

してあらかじめいくつか用意しているものも

あり，これを使えば画像の作成やデザインな

どを行なうことなくサイトを構築することが

できる．

（e-Wordsより)

＊ SNS（Social Networking Site，別名

social networking service）

参加者が互いに友人を紹介しあって，新た

な友人関係を広げることを目的に開設された

コミュニティ型のWebサイト．誰でも自由

に参加できるサービスと，「既存の参加者から

の招待がないと参加できない」というシステ

ムになっているサービスがある．

自分のプロフィールや写真を公開する機能

や，新しくできた「友人」を登録するアドレ
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ス帳，友人に別の友人を紹介する機能，サイ

ト内の友人のみ閲覧できる日記帳，友人間で

のメッセージ交換に使う掲示板やカレンダー

などの機能が提供される．

有料のサービスもあるが，多くは無料の

サービスとなっており，サイト内に掲載され

る広告や，友人に本や CDなどの商品を推薦

する機能を設け，そこから上がる売上の一部

を紹介料として徴収するという収益モデルに

なっている．

（e-Wordsより)

＊ ICT（Information and Communication
 

Technology）

情報（information）や通信（communica-

tion）に関する技術の総称．日本では同様の言

葉として IT（Information Technology：情

報技術）の方が普及しているが，国際的には

ICTの方が通りがよい．総務省の「IT政策大

綱」が2004年から「ICT政策大綱」に名称を

変更するなど，日本でも定着しつつある．

（e-Wordsより)

補足資料５

本再編案策定の経緯

2006/09/28（木) 臨時教授会．

学長・理事による学園政策

検討委員会「札幌学院大学

の新たな発展を目指して

― 2008年春・SGUは変

わる―（構想案）」の提示

と説明．

学部内に学部再編案を審

議検討するWGの設置を

承認．

2006/09/29（金) 第１回WG．スケジュー

ルの確認．学部再編案の骨

格を議論．

2006/10/02（月) 第２回WG．学部再編案

の骨子を整理．

2006/10/04（水) 第３回WG．学部報告会

用の調整．

2006/10/05（木) WG案を学部報告会で説

明．質疑応答．参加者13

名．

第４回WG．報告会の意

見の検討および最終案の

方向性の確認．

2006/10/09（月) 第５回WG．最終案の検

討．

2006/10/10（火) 臨時学部教授会．WG案

を学部案として採択する

ことを承認．
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